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はじめに 

障害学生支援室長 相澤 宏充 

 

平成 26 年度も、障害学生支援に関わっていただきました教職員、学生、関係の皆様

のご協力の下、取り組みを行い、このような報告書をまとめることができました。ご協

力いただきました皆様には、大変感謝しております。御礼申し上げます。 

障害学生支援室を本学が設置し、大学全体としての取り組みを開始してから、５年以

上の時間が経過致しました。その間にも、障害学生支援を巡る状況も大きく変化してお

ります。特に、平成 28年度からは、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」

が施行されることから、全ての大学において障害学生に対する組織的な支援が浸透する

ことが予想され、大学全体としての障害学生支援事例の蓄積が増大し、それが正の

フィードバックとなって、よりよい支援が求められる時代となることでしょう。 

本学では、障害学生支援に積極的に取り組んでおりますが、今後は、教員養成大学と

しての特徴により即した学びをサポートしてゆけるように、研究や努力を重ねることが

課題と考えております。支援体制の改善を含め、障害学生支援の充実が、まだまだ必要

と思われます。 

皆様の取り組みやご助力をもとに成立している活動ではございますが、今後の一層の

発展へ向けて、大学一丸となって、力を合わせて発展させてゆきたいと考えております。

ますますのご指導をお願い申し上げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

2 
 

１. 福岡教育大学障害学生支援室について 

１-１．支援体制 

本学障害学生支援室は、平成 21 年 11 月に開設され、障害のある学生への教育及び、

学生生活の支援を行っている。平成 26 年度は、コーディネーター１名、事務補佐員２

名の合計３名で対応した。支援活動に必要なパソコン等の支援機器も障害学生支援室で

管理している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 支援室内の様子              写真２ 支援機器 

 
１-２．支援学生数 

平成26年度に障害のある学生の支援スタッフとして登録した学生は、86名であった。

１・２年生を中心に増加しているが、平成 25 年度に比べると、30 名減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 支援学生募集のチラシ 
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平成 26 年度支援室登録学生の学年、所属は表１のとおりであった。 

 

表１ 支援学生の学年・所属 

学 年 所属 
大学院 ２年 １名  大学院 教育科学専攻 

 
教育活動創造コース  １名 
教育臨床心理学コース ２名 
特別支援教育コース  １名 
英語教育コース    １名 

       １年 ４名   

学 部 ４年 11 名  学 部 初等教育教員養成課程      国語 １名 
 ３年 15 名   社会科 ３名 
 ２年 26 名   数学 １名 
 １年 29 名   理科 １名 
    英語 ４名 

美術 １名 
家庭 ６名 
技術 ３名 

学校臨床教育学 ４名 
教育心理学 ２名 

中等教育教員養成課程      社会 １名 
英語 ４名 
家庭 ２名 
技術 ４名 
書道 ２名 

特別支援教育教員養成課程        32 名 
共生社会教育課程         福祉 ６名 
環境情報教育課程        情報 １名 
生涯スポーツ芸術課程      芸術 ２名 
                音楽 １名 

   合計  86 名 

（平成 27 年 3 月 31 日現在） 
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２．平成 26 年度 障害学生支援室活動報告 

２-１．視覚障害学生支援報告 
①電子データの提供 

利用学生が授業等で使用する配布資料を、授業担当教員より電子データにて提供を

受けた。電子データを学生自身の iPad に取り込み、自分の見やすさに合わせて拡大

して資料を閲覧する形で受講した。そのため、拡大資料・テキストデータの作成は、

行っていない。 

②支援機器の貸し出し 

学生の使用用途に合わせた支援機器を貸し出した。障害学生支援室で貸し出しを

行っている支援機器は表２のとおりである。 

表２ 支援機器（視覚障害学生支援） 

支援機器 

拡大読書器（据え置き型・携帯型） 
単眼鏡、各種ルーペ 
各種スキャナ 
立体コピー作成機 
点字 PDA 
各種ソフトウェア 

 

③教員に対する授業についての配慮願い提出 （資料１ P15) 
 

２-２．聴覚障害学生支援報告 
①授業内での情報保障（ノートテイク、ノートパソコンテイク） 
  利用学生が希望する全ての授業にパソコンテイク（１コマに２～３名）を配置した。

利用学生にはタブレット型パソコンを貸し出しており、無線 LAN を使用して教室内

の離れた場所にいても情報を得ることができる方法をとっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真３ 授業時のパソコンテイクの様子 
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平成 26 年度の利用学生のパソコンテイク配置授業時数は、表２のとおりであった。 
表３ パソコンテイク配置授業時数 

 前期 後期 
利用学生Ａ 12 コマ／週 15 コマ／週 
利用学生Ｂ 14 コマ／週 12 コマ／週 
利用学生Ｃ ９コマ／週 10 コマ／週 
利用学生Ｄ ５コマ／週 ３コマ／週 

利用学生Ｅ １コマ／週 ３コマ／週 
その他 入学式 

新入生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 
教員採用試験のための特別講座 
集中講義 

特別支援課程ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 
教育実習事前指導・事後指導 
教員採用試験のための特別講座 
集中講義 

 
②支援機器の貸し出し 

学生の使用用途に合わせた支援機器を貸し出した。障害学生支援室で貸し出しを

行っている支援機器は表３のとおりである。 

表４ 支援機器（聴覚障害学生支援） 

支援機器 

タブレット型パソコン 
補聴援助システム（FM 受信機、FM マイク） 

 

③視聴覚教材への字幕挿入 

授業で使用する視聴覚教材に字幕を挿入している。視聴覚教材への字幕挿入依頼は、

『視聴覚教材字幕挿入依頼申請書』（資料２ P17）を図書館で受け付け、障害学生支

援室で字幕入り教材を作成する。作成したものについては、図書館で管理している。 
＜視聴覚教材への字幕挿入の流れ＞ 

教職員 字幕挿入の依頼 

『視聴覚教材字幕挿入依頼申請書』を図書館へ提出 

 

図書館 『視聴覚教材字幕挿入依頼申請書』受付 

字幕挿入(依頼) 

 

障害学生支援室 字幕挿入作業（素材時間の 10～20 倍の時間を要します。） 
 
 

図書館 管理（授業で字幕入り教材を使用する場合は、図書館で貸し出しを行う。） 
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平成 26 年度に字幕挿入した視聴覚教材は 81 本で、3413 分（56 時間 53 分）であっ

た。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 平成 26 年度 字幕依頼本数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 平成 26 年度 字幕依頼時間数 
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④教員に対する授業についての配慮願い提出（資料１ P16） 

⑤行事や式典での情報保障 

  オープンキャンパス、入学式・卒業式などの式典において、パソコンテイカー（支

援学生）を配置し、スクリーンに音声情報を投影した。尚、平成 26 年度は入学式・

卒業式において、手話通訳者（福岡県手話の会連合会に依頼）を派遣し、パソコンテ

イク・手話通訳により情報保障を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真４ 卒業式における手話通訳の様子    写真５ 式典におけるテイクの様子 
 

２-３．病弱・虚弱学生支援報告 
①授業内での代筆支援 
 症状によって、筆記が困難または時間がかかるため、利用学生が希望した授業におい

て代筆支援者（１名）を配置した。 
②移動支援 
 症状によって移動が困難になるため、車椅子介助を行う支援学生を配置し、教室移動

を行った。 
③教員に対する授業についての配慮願い提出 
 
２-４．発達障害学生支援・肢体不自由学生支援報告 

平成 26 年度は、支援を希望する学生がいなかったため、支援の実施はなかった。 
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２-５．平成 26 年度 障害学生支援室内 開催講座報告 

 障害学生支援室では、支援学生が講師となり、新規登録学生への入門講座を随時行っ

ている。 

○ノート・パソコンテイク入門講座 19 回 
（１回に平均２～３名参加し、合計 28 名の参加があった。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 平成 26 年度 ノート・パソコンテイク入門講座実施回数・人数 

 

○視聴覚教材字幕挿入入門・スキルアップ講座  27 回 
（１回に平均２～３名参加し、合計 35 名の参加があった。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 図５ 平成 26 年度 視聴覚教材字幕挿入・入門講座実施回数・人数 
 
○テイク反省会               月１回  
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２-６．勉強会開催報告 

平成 26 年度は、３回の勉強会を開催した。テーマは、支援学生から希望があったも

のや、勉強会が必要な時期や対象者によって決定している。第１回、第３回の勉強会に

ついては、学生が講師となり、勉強会の企画・準備・実施を担当した。勉強会には、支

援を受ける側の利用学生も加わり、先輩から後輩に支援技術を引き継ぐとともに、様々

な立場での学生同士の意見交換や交流の場としても、有意義な時間になっている。 
（資料３ P18-19） 

第１回 ： 「字幕挿入 勉強会」 
第２回 ： 「パソコンテイク 練習会」 
第３回 ： 「バリアフリーマップ中間発表会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 勉強会の様子 

 
２-７．利用学生の集い 
 今年度は、障害学生支援室で支援を受けている聴覚障害学生が集まり、日頃の支援活

動に関する事項や、大学生活への悩み等を話し合った。 
本支援室では、話し合いの内容を参考に、よりよい支援を行っていくとともに、今後

は聴覚障害学生だけでなく、視覚障害学生の集いも開催していきたいと考えている。 
 
２-８．障害学生修学支援ネットワークの拠点校としての活動 

 本支援室は、独立行政法人日本学生支援機構障害学生修学支援ネットワーク九州･沖

縄地区の拠点校として、障害学生への支援実施状況の把握や相談受付、情報提供などを

行っている。 

他校からの相談受付 15 件（大学 15 件） 
 見学対応       ６件 （大学４件、文部科学省１件、福岡県教育センター１件） 
 専門テーマ別障害学生支援セミナー（平成 26 年 11 月 15 日）開催 
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３．バリアフリーマップ 

３-１．バリアフリーマップ作成 
 平成 26 年２月より、支援学生による学内バリアフリー状況調査とバリアフリーマッ

プ作成を行っている。これらは、障害のある学生や職員が、学内での生活を送るにあたっ

て役立つものを作りたいとの思いから作成することとなった。 
尚、平成 28 年４月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律【通称：障

害者差別解消法】が施行される。又、第３次障害者基本計画で高等教育における支援の

推進が施策として位置づけられ、施設のバリアフリー化の状況に関する大学の情報公開

を促進することが求められていることも作成への後押しとなった。 
バリアフリー状況の調査をもとに、バリアフリーマップを作成・印刷し、障害学生支

援室のホームページでも閲覧できるようにした。平成 27 年度の新入生オリエンテー

ション時に配布、学内の各所にも設置した。 
 
３-２．バリアフリーマップに関する作成報告会   【参加者 16 名】 
 平成 26 年９月 14 日に、本学の教職員・学生を対象に「バリアフリーマップに関す

る作成報告会」を開催した。本報告会では、バリアフリーマップ作成に携わっている学

生によるバリアフリーに関連する法律、歴史等をふまえた福岡教育大学のバリアフリー

状況についての調査結果報告や、今後の改善策等の提案や意見交換を行った。 
（資料４  P20-42） 

 参加者からは、作成したバリアフリーマップについての改善策等の意見があがり、そ

れをもとに、３月に改訂版のバリアフリーマップを作成した。（資料５ P43-44）今後

も使いやすいバリアフリーマップを目指し、随時改訂するとともに、建物ごとの詳細な

バリアフリーマップを作成する予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図６ 報告会ポスター           写真７ 報告会の様子 

 



 

11 
 

４．平成 26 年度 開催セミナー 

平成 26 年度専門テーマ別障害学生支援セミナー （平成 26 年 11 月 15 日） 
                 主催：独立行政法人 日本学生支援機構  

共催：福岡教育大学／九州大学 
【参加者 66 名】対象 障害学生支援に携わる高等教育機関の教職員 

  
このセミナーは、教職員を対象に、福岡市内において日本学生支援機構、本学、九州

大学と共同し、｢障害学生への支援力の強化のために｣をテーマとして開催され、66 名

が参加した。 
 日本学生支援機構から「障害のある学生の修学支援に関する実態調査」に関する報告が、

あり、その後、「人材確保のための募集・PR 活動」、「支援学生のモチベーションアップ」

の２つのテーマで４グループに分かれ、グループワークを行った。本セミナーの２つの

テーマについては、障害学生支援を行う上で各大学ともに共通する課題であり、グルー

プワーク内では活発な意見交換がなされた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真８ グループワークの様子 

 

 
     

 

 

 

    

 

 

 
写真９ グループワーク結果発表の様子 
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当日のプログラムは、次の通りである。 
 
会場：TKP 博多駅前シティセンター 
＜プログラム＞ 
13:00～ 
「障害のある学生の修学支援に関する実態調査報告」 
 説明：日本学生支援機構 
13:50～15:20 
 グループワーク 
 （１）「人材確保のための募集・PR 活動」 
    ファシリテーター 
     三島 春奈（熊本学園大学 しょうがい学生支援室 支援員） 
     太田 富雄（福岡教育大学 障害学生支援室長） 
     内田 佳織（福岡教育大学 障害学生支援室） 
 （２）「支援学生のモチベーションアップ」 
    ファシリテーター 
     瀬戸 今日子（名古屋大学 障害学生支援室 コーディネーター） 
     高柳 茂美（九州大学基幹教育院、九州大学キャンパスライフ・健康支援センター  

（兼任）講師）  
15:30～16:50 
グループワーク結果発表 
ファシリテーターからのコメント 
質疑応答 
 
以上の他、全てのプログラムにパソコンテイク・手話通訳をつけ、情報保障を行った。

なお、パソコンテイクは全て、本学の学生サポートスタッフが担当した。 
 
 
 
 
 
 

 

 

【参考リンク先】 
日本学生支援機構  

平成 26 年度 専門テーマ別障害学生支援セミナー【１】 開催報告 
http://www.jasso.go.jp/tokubetsu_shien/event/h26seminar1.html 
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５．情報提供としての活動 

福岡大学 

「聴覚障がい学生の支援に向けたノートテイク講演会」 
（障害学生支援室長太田・障害学生支援室内田） 

  
平成 26 年９月 10 日に、聴覚障害のある学生への支援について、福岡大学の教職員・

学生を対象にして、本講演会が行われた。障害学生支援室の太田室長と内田を講師とし

て聴覚障害の基礎知識や福岡教育大学の障害学生支援室について、聴覚障害学生への支

援について講演・実演を行った。（資料６ P45-52） 
聴覚障害学生が在籍している学部の教員・学生を中心に、約 30 名ほどの参加があっ

た。今後より一層、本学の支援方法・支援技術を、本学の教職員・学生だけでなく、他

大学へ情報提供・発信していく必要があると思われる。 
 

＜内容＞ 
 ・講演 
   ～概論および講義資料作りにおけるポイントについて～ 
    福岡教育大学 障害学生支援室長 太田富雄 
 ・実演 
   ノートテイク＆PC テイク実演 
    福岡教育大学 障害学生支援室 内田佳織 
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７. 障害学生支援室 平成 26 年度年間スケジュール 

平成 26 年４月～平成 27 年３月 
 
平成 26 年

４月 
 
 
 
 

５月 
 

６月 
 

７月 
 
 

８月 
 

９月 
 
 
 
 

10 月 
11 月 

 
12 月 

平成 26 年 
１月 
２月 
３月 

 

 
上旬 
３日 

 
 
 

２日 
 

12 日 
 

26 日 
31 日 

 
21･22 日 

29 日 
10 日 

 
16 日 

18･19 日 
26 日 
上旬 
15 日 
29 日 
１日 

 
 

20 日 
23 日 

 
 24 日 

25 日 

 

前期授業配慮願い作成・提出 

入学式にて 

手話通訳（福岡県手話の会連合会）、テイカー（支援学生）派遣 

オリエンテーション期間（新入生サポート対応・支援学生募集） 

オリエンテーションにてテイカー派遣 

第１回 障害のある学生の支援懇談会 

障害学生支援室主催 第１回勉強会 

職場体験受け入れ（障害者就業・生活支援センターはまゆうより） 

障害学生支援室主催 第２回勉強会 

オープンキャンパス 情報保障希望者３名 支援学生３名 

第２回 障害のある学生の支援懇談会 

障害学生支援室主催 第３回勉強会 

障害学生支援実務者育成研修会＜基礎＞に出席（松永）【東京】 

障害学生支援ワークショップに出席（松永）【東京】 

福岡大学「聴覚障がい学生の支援に向けたノートテイク講演会」 

（太田室長・内田） 

「バリアフリーマップに関する作成報告会」 開催 

障害学生支援実務者育成研修会＜応用＞に出席（内田）【東京】 

第３回 障害のある学生の支援懇談会 

後期授業配慮願い作成・提出 

平成 26 年度専門テーマ別障害学生支援セミナー開催【福岡市】 

推薦入試にて障害のある入学志願者への支援テイカー派遣 

障害学生支援実務者育成研修会＜応用＞に出席（内田）【東京】 

 

 

第４回 障害のある学生の支援懇談会 

福岡大学「ノートテイクに関する講演会」（太田室長・内田） 

バリアフリーマップ完成・印刷 

第５回 障害のある学生の支援懇談会 

卒業式にて 

手話通訳（福岡県手話の会連合会）、テイカー派遣（支援学生） 



【資料１】 
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＜配慮願い：例（視覚障害） 両面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【資料１】 
 

16 
 

＜配慮願い：例（聴覚障害） 両面＞ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【資料２】 
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＜視聴覚教材字幕挿入依頼申請書＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記の書類は、下記でもダウンロード可能 

  福岡教育大学障害学生支援室 HP   http://ww1.fukuoka-edu.ac.jp/shien/ 
  ＜リンク＞ 福岡教育大学 HP → 学生生活 

                  →障害のある学生の支援 → 障害学生支援室 

http://ww1.fukuoka-edu.ac.jp/shien/


【資料３】 
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＜第１回 勉強会資料まとめ＞ 
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【資料４】 
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＜バリアフリーマップに関する作成報告会 発表資料＞ 
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＜バリアフリーマップ＞ 
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＜福岡大学 聴覚障がい学生の支援に向けたノートテイク講演会発表資料＞ 
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